
分析表

活動１

SDGs認知向上
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【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

環境保全への認識向上 持続可能な社会実現に向けた知
識の向上（SDGsの理解）

企業や行政等の持続化

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育をみん
なに 〇

ジェンダー平等を
実現しよう 〇

安全な水とトイレを世
界中に

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに

働きがいも経済成長
も 〇

産業と技術革新の基
盤をつくろう 〇

人や国の不平等をな
くそう 〇

住み続けられる
まちづくりを 〇

つくる責任つかう責任 〇 〇

気候変動に具体的な
対策を 〇

海の豊かさを
守ろう 〇

陸の豊かさも
守ろう 〇

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで目
標を達成しよう

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

対象課題

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題 行政がこの役割を担い始めているので、今後はここに注力しない。

SDGsの認知度が低い

イベント等でのパネル展示、ウェブサイト・SNSでの情報発信、冊子発行、他団体の普及活動サポート

認知度が向上する

富山県、富山市、南砺市、北日本新聞社、FMとやま、富山シティFM、ワールドリーデザイン、まとめる専門
家、とうざわ印刷工芸株式会社、富山県立大学　他



分析表

活動２

SDGs実践ノウハウ
普及
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【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

環境保全の知識技能向上 持続可能な社会実現に向けた知
識の向上（SDGsの理解）
社会的包摂への認知・取組増

企業や行政等の持続化

貧困を
なくそう 〇

飢餓を
ゼロに 〇

すべての人に健康と
福祉を 〇

質の高い教育をみん
なに 〇

ジェンダー平等を
実現しよう 〇

安全な水とトイレを世
界中に 〇

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに 〇

働きがいも経済成長
も 〇 〇

産業と技術革新の基
盤をつくろう 〇

人や国の不平等をな
くそう 〇

住み続けられる
まちづくりを 〇

つくる責任つかう責任 〇 〇

気候変動に具体的な
対策を 〇

海の豊かさを
守ろう 〇

陸の豊かさも
守ろう 〇

平和と公正を
すべての人に 〇

パートナーシップで目
標を達成しよう 〇 〇

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

対象課題

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題

SDGs実践を報告する団体が増える

富山市、未来創造サポート、EPO中部　他

多くの主体がSDGsを知るフェーズから実践するフェーズへ移行しつつあるが、具体ノウハウが不足している
ので、そこに答える事業を整える必要がある。

オープンセミナー開催、企業・学校等への個別講演・研修

SDGsをどのように実践したらよいかわからない



分析表

活動３

パートナーシップ促
進及び構築支援
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【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

複雑な課題（地球温暖化等）への
対応促進

社会的包摂への取組増加
多様な主体間の組織学習の機会
増加

ステークホルダーの全体利益向
上、持続化、新規事業・雇用創出

貧困を
なくそう 〇 〇

飢餓を
ゼロに 〇

すべての人に健康と
福祉を 〇 〇

質の高い教育をみん
なに 〇

ジェンダー平等を
実現しよう 〇 〇

安全な水とトイレを世
界中に 〇

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに 〇

働きがいも経済成長
も 〇

産業と技術革新の基
盤をつくろう 〇

人や国の不平等をな
くそう 〇

住み続けられる
まちづくりを 〇 〇

つくる責任つかう責任 〇 〇

気候変動に具体的な
対策を 〇

海の豊かさを
守ろう 〇

陸の豊かさも
守ろう 〇

平和と公正を
すべての人に 〇

パートナーシップで目
標を達成しよう 〇 〇 〇

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

パートナーシップ実践数が増える

EPO中部、株式会社たがやす　他

パートナーシップの必要性への理解は進みつつあるが、実践につながっているケースは少ない。

セミナー開催、多様な主体による対話の場設定、異分野統合の催事開催

対象課題 SDGs実践に必須となるパートナーシップへの理解、体制構築方法が分からない



分析表

活動４

社会的包摂マインド
醸成
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【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

社会的弱者への理解を通じた生
物・自然への理解増大、福祉器具
等の環境配慮見直し増大

社会的包摂マインドの向上、多様
な文化創出、QOL増大、レジリエン
ス増大

新規事業創出、地域内雇用促進

貧困を
なくそう 〇 〇

飢餓を
ゼロに 〇 〇

すべての人に健康と
福祉を 〇 〇

質の高い教育をみん
なに 〇

ジェンダー平等を
実現しよう 〇 〇

安全な水とトイレを世
界中に 〇

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに

働きがいも経済成長
も 〇 〇

産業と技術革新の基
盤をつくろう 〇

人や国の不平等をな
くそう 〇 〇

住み続けられる
まちづくりを 〇 〇

つくる責任つかう責任 〇

気候変動に具体的な
対策を 〇

海の豊かさを
守ろう 〇

陸の豊かさも
守ろう 〇

平和と公正を
すべての人に 〇

パートナーシップで目
標を達成しよう 〇 〇 〇

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

対象課題

活動内容

活動成果

連携先

現状の評価と課題

社会的マイノリティが直面する社会的障壁解消への取組が顕在化する

NGOダイバーシティとやま、NPO文福、ダイバーシティラウンジ富山、星槎国際高校富山キャンパス、NPO
ハッピーウーマンプロジェクト、SDGsジャパン、光教寺　他

課題は当事者や関係者での共有に留まっていることが多く、広く一般市民に共有されていない。SDGｓを標
榜することで市民全体への一般認識化を進めたい。

置き去りの存在を知る活動（カフェ）、課題の見える化・共有化・指標化

SDGsの社会的包摂面の認識や実践が弱い


